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アルミニウムは質と比べて価格的に高刊なために、ブスA― や電線として寝寝的に

使用されておりますよ モの優凛E関 して次のような間8が あります。

“援続回の崎抗増加

アルミニウムは空気中で強化されやすいため 接 茄都ガ酸化され 擦 融抵抗ガlt18する。

-0唖

アルミニウムと只演金属 (卸 芸 等うと連続する場合 規度の高い所では 強 を起こし

獲扇題力腐食される。

これらの間ヨを一挙嘩 したのガ シ ヨイントコ /くウンド〈Udnt O〕 コ∞ und)エ

法でありまこ

日本建金8防 ではすぐ確定■気的tStと砲久性を櫓るため 菊 獲的 に 学的に十分験莉さ

れた特殊グリスと独特の効果を持つべ<lB選 された冴張添加効を原栂として ほ 由な島貫

曽理のもとで電気透抗 受 定柱 而 勲性 耐 峡牲 m■ 範園 い すれの面でも格段にすぐ

ね▲特殊のD,″ め ンド
H日
彊ジョインタ'レを開発いたしさした。

白来m2XF 各 方面で大室t rl辞をいたる てヽおり 自 旨を持つておooめ するコン″め

シドでありgr転

ジョインタルを使用すること|こよる効果は激D通 りです。

“嬢れ出の電気抵抗をいうじるしく低瀬喜せる。

曰嬢親趣の表面の自ヒを防止し 窪 年郵 ヒによ印 を防止0う 。

伊 〕しミニつムと異題霊日のコ立連によ5taを 妨吐し、アルミコウムと衝 歓  頭 鉛

鋲 カ ドミウム 窺  8Rを との想れわよびめのあのの相み合わせ務続に適している。

またジョインタルOtLRは 次の通りです。

“めらゆる大気条件の下で濃気を広 言馬変食しなしヽ

四 ヒする申 の下にあいて家久に安定で移動しない。

t3rい温度mgB(_2崎 ～■42")で も一はな盛密性を高レ 康つたり お し たりしない。

8明こ高温用として 高 温用Sセ ∞CttЮ )高輛範力型6-4∞ (4“的)″あります。

仰藤3で あ&



日程ジョインタルシリーズには下表のような5寝頼からなりますが、それてれの用送

に最も適したものを選定していただくための指針について簡単ほ述べておきます。

日建ジョインタル

(Z)
フス′ヽ一―級用 線色ベースト状

250`X2昧 /箱

フ OO` 入

締 発5死政yg

NT T指 定品

日建ジョインタル

(S,00)
高 温 用 2500ま で 宗色ベースト状 4燈 Xア 本 入

晴辞魔的606 3

日建ジヨインタル

(S AXl
高 速 強 力 型 4000ま で 黒色ペーストtF 4峰     入

日建ジヨインタル

(NSⅢ )
アルミニつム亀壊の圧縮接続向 灰色ベースト状 2o略   入

日ほジョインタル

(B)
本 ル ト コ ネ ク タ ー 用 線留 一ヽスト状 10峰   八

日軽ジョインタルには、フスソ■ 用と電割■の2掻頚ガあります。

“)アスパー用とは 比 頭的宰面な緩触面を和 レトなどで締め合わせコ軍うよう的 た

めのコン′つ ンドで 自 軽ジョインタルZ 日 態ジヨインタルSセ∞もよびSHXtこ

れは同じます。

自建ジョイラタルZは 、一捜用としていういうな用途に最キ広くわ使いいただ1するス'

ンダードタイフぐ曳

日軽ジョインタルSセ mお よびs41xは  よ り週酷利■遠のたかの高洞ヨのコ /やウン

トで 後 記のヒートサイク リンクテストの結果ガ示すように 震 用中に接穂抵抗湖畳下

して ジ ョイントとしての安定桂方締J23け 時ぶり良くなるという際立つた特性を有し

てあります。

いずれも閣日軽疫研お開発したもの“ 特襲 53です。
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“アルミニウムフスタ■用の使用法
E軽 亨ョヤン,)レZう 工rFs  t r l宮円さ,ま す。その使用たは

o),ス Ⅲ一の接続百ltコン′iつンドをたくより そ 0上 からワイヤブララまEIますント

ボーlf―て出来るだけ均-1= "力 =ま す E= tタ  メ リ■処理市のプスⅢ-1=つ いて十ま

やわら力い布でま=を き,■,■[3=と るだ|すこ空,ま す

0),打 いt表 面のコン,1■ントを布でき,1い|ここ1吉こリ モ の上 =新 しいコンlfウン■

をおく室,lFれ面を室や合わt t● この圧力で締め1■けます

0ア ルミニウム電線用の使用法

0)任 首い手 庄 もス ,一ブ■よび下),トコ,,,一 毒のを続に序いる千,0コ ■,,一

t r p毒煽面 |こぁらな じめ去布いた しま■

b)一 方空中のと続=[をブララ付け, Dン )|つントを=布 したのう 所 定の万 .Iで控臨

!言 す。



●
勢
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E===軍 ■4漕 るます製==と rtnに■ ,こ テ|し■tや に●官=● =ナⅢ ■tt▼と予千■

t■ =■ =ヨ ■するこ,■ ,■■'■ ■社言=メ =■ 1=■=三 =本 == ■ ■年 」こAc

■3:t■ =■ Et riま した t,こ S● ま■● ■ Ⅲ■ =え==よ 三百,|チ J,・ ■,

■をおヨⅢ岳コヽ=こ と'お Tさ ●てモリ ま た=浄 !|ニン||つント【F‐,い つヽさ単十i●

して,い よう■51故卜Ⅲ〔いよヤ 亨 なわち

握ttコン′(ウンド|よl●H畑■グリヌ考を=成 分とし fP続 宛要およびtP, 力ヽを内める●

めの全嗅垣子奇よ0と 姿力由十ヒ副その他の有効な宮Ⅲ″毒を遍挙に色0し たもつて

接,コ ン,(●ントとしてのをにそ轟えているこ京こ宏04華 た斎えttの でき,,1ま

ならない

い水壱付力なく 長 期につたりおに力保崎さⅢ■tの であることゃ

臼典空αa線 にあける岳制のど向条■こ前え &け にわたり 良 `な 姥境邸の時にす

伊 埼■れるものであること

イコヒ学印に不るとであるここ

に摩寅うよどきに力な, こヽと。

1引=用温巴|こう↓ヽて遺当なl●“"あ ること。

当■"ン ■ヤントコン′中,ンド|よ以上0上 件なたにコうと■|こ十ⅢⅢ■11'41,コもので

あ ,ま す


